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出願 売
「浅瀬のしろぺ」は藤井高尚が四十九歳の文化九年（一八一ーー）
に 成 っ た 著 述 で 、
世人の教えとなるぺき諺四十八条を取り上げ、
．それらに託しつ
つ、著者の日頃の所俄を得意の雅文で級
ったもの
で あ
る。鈴屋門の学友千家俊信および本居大平の序文と、
隣国備
後の
漢学者菅晋帥（号、
茶 山 ） の 祓 文 を 付 し て 、 文 政 二 年 （ 一 八 一 九 、
ぬてのや
鈴屋派の学問所奴豆能舎の蔵版として刊行され
た。
全四十丁、
う
ら 本
文三十三丁より成る一冊本であろ。
刊記は「文政二年卯春彫
成奴
豆能舎蔵版」となっていろ
が、
大阪図害出版業組合所蔵の
「OO板御願書拍」には、
本書刊行のことに関して次のように記さ
れている。
作
者
蔵板主
弘
浅瀕の志るペ
一 冊
藤 井 長 門 守 （ 備 中 宮 内 ）奴 忌 能 舎 （ 京 都 ）河内屋武松（北久太郎町五丁目）
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高尚が本書の執筆を思い立った事情などについては、
冒頭に掲
げられた文化九年二月十八
日 付 の 「 と り す
べていふことゞも」と
屈する一文に詳しい。
「浅瀬のしるぺ」という害名の由来に関し
ても
そこで言及されているが、
文化九年三月十一日付の本居大平
宛書簡によれば、高尚
は 初 め 本 書 の 匹 号 を 「 教 の 言 種 」 と し て い
たらしい。
しかるに、
それでは書名として堅苦しいとい
う大平の
進言があ
り 、
熟考の末みずから「浅瀬のしるべ」と改名したので
あった。
こ れ は 最 近 、
天理図書館所蔵の大平宛高尚書簡三通を閲
査 し た 結 果 、
新 た に 判 明 し た 事 柄 で あ ろ 。
これら大平宛書簡の所
在について御教示を得た中村忠行氏、
なら
びにその閲覧にあたり
格別の便宜を与えられた天理図書館に対して感謝の意を表する。
さ て
以 下 は 、
文 政 二 年 刊 行 の 奴 ヨ 能 舎 蔵 版 「 浅 瀬 の し る ぺ 」 に
よ り
、
そ の 全 文 を 翻 刻 し た も
のであろ。できるだけ底本のままに
許
可
園丸エ
部川藤
恵子郎
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（題籟）
活宇化することに努めたが、
次の諸点に一部手を加えた。
一、
印刷の都合上、
異体
の文字は現行のもの
に改めるとともに、
漢字はすぺて新字体に統一した。
一『
全体にわたり新たに句読点を加えた。
一、
各段のはじめ
に掲げられた諺の下に、新しく一連番号を付
した。
なお、
本書には
文政十二年刊行の後刷本もあるが、
初刷本との
閻にまったく異同は認められなかったこと
を言い添えておく。
浅瀬のしるヘ
浅瀬のしるへのはし密
言たまの幸はふ国、
ことたまの
助くる国といふなる古言こそ、い
とも尊き古ことなりけれ。
そも／ヽ久方の天の御柱を、
二柱御祖
の大神のめくり給ひて、
あなにやししか<と言挙してヽ
うみ給
へりける御子のふさはしからさり
しを、
其こと
のよし天津神にま
うしあけ給ひしかは、
天つ
神はたそのゆゑよしをしろしめさすし
て、
ふとまにの御うらもてうらなひ給ひて、
さての
たまひけらく
は、
をみな
の言さきたら給ひしかよからぬなりけり
。又
かへり<
たりてあらため
の給へと、をしへ
給ひしこと
も、
又かへり降り給
ひて、
さらに天の御柱をさきのことめくりつA、
しか
く＼との給
ひけるも
いと／＼尊き事ともになん有ける。
まつ此天つ神すら、
そのゆゑよしの
しられぬ事とも
は、
御占もてうらなひ定め給ひけ
る事、
又此二柱御祖の神すら、
あやまり圭ひたる事の
ありて、
改
めてしかくの圭ひつる事なと、
皆尊き神の道にしてかしこ
けれ
と、今の代にも思ひあやまてる事は、
人のをしへをきAてすみや
かにあらたむへき事、
うたかはしき事はうらなひて神の御心
をと
ふへき事、
又あらためいひては、
言霊の幸ひ助け
て身のさきはひ
になる事も思ひあはす なり。
かくてたまちはふ神の御代より、
うつせみの
人の代まて伝へいふなるこAらの言語の中に、
諺とい
ふ一種の言ありて、
たかいひ出たる言とも、
いかなる人のをしへ
おきたるこ
とAも知りかたけれと、
昔より世に広
く、
天さかるひ
なのはてまて人 口のはにつたへ＇
て、
まめやかなるもたはふれめ
きたるも、
皆世人のさこそはあれと、
そむきかたき言草なるを、
其中にことに教とな をこれかれつみ つ
て、
此くたり＜＼そ
の事のおもむきを書のはへて一巻となされ る
は、
おのか学ひの
はらからなる、
紫の花のはえある藤井の主の言の葉なりけり。
浅
瀬のしるへ
と名つけて、
浅はかなるをしへ
ことにとりなされたる
も、
中々心にくAなん
。あ
やまりて淵川におちいり、
世のうき瀬
におほAれまとはんときく＼
、此
一巻の言のはの御たまに引助け
られなは、
害の名のあさ瀕にたとりよりて、
世を安くわたらむ事
こそ、やかてかの幸はひ助圭ふしるしなる
へく、
いとく＼
尊くな
ん。
此はしかきは、
其人
のをしへ子烏越常成かこひにおこせたる
によりて、
かくしるしぬ。
出裳宿祢俊信
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とりすぺていふことゞも
浅誦のしるべ
大
浅瀬のしるへのはしかき
諺といふことは、
いにし
へより世にいひふれたる
こ と に て 、
古事
記日本紀には、
その事
のはじめにしるして、
かれ今のことわざに、
カタシ＂
きゞしのひたづかひといふことのもとなりと見
え、
あるは堅石も
ア
マ
ゑひ人をさく、
或は海人なれやおのが物からねなくなど見えたり。
カう・ソホ
又万葉集には、
いとのきていたききずには辛塩をそ
Av
ち ふ が と
オウマニ
―ー
と、
ますく｀も重き馬荷にうは荷うつといふことの
と と な と 見 え
たり。後の物が
たりぷみにも、
事にふれてさまか＼見えたり。此
ー
言の意は、
ことは言葉なり。
わ ざ は 童 謡 俳 優 の わ ざ な り 。 神 の た
ヽりなどし給ふことを、
神のわざといふもおなじ。
よき事にもあ
れ 、
あしき祖にもあれ、
神の御心よりいでたる事を｀
人 の 口 の は
にいはしめうたはしめ
て、
世にさとしを
しへ給ふことをいふがも
とにて、
世にあまねくいひ
ならはせる大かたのをもいふなりけり。
此浅瀬のしろぺよ、
あさ
は か な る 世 の た と へ に か き な し た る 物 か
ら 、
藤井の水の深き心より出たるしわざ
は、
ま め や か に も お か し
くも、
くみてしらるA言草になむ。
文 化 九 年 五 月 三 日
平
世の人の言種に、
おへる子にをレヘられて浅瀬をわたるといふは、
あまりにふ
かくものおも
ひすとしては、
おのがさかしら心にまよ
ひ て 、
いかにしてかよからんとおもひさだめかぬる
を 、
か た へ の
人はなほく正
しくまこヽろのまヽに思ひとりて、
あ る ぺ き ま A に
其事はかくするぞよきとをしふるが、
まことによろしきをたとへ
て い へ る も の に て 、
す
ぐれてよき人こそさろまよひも
なからめ、
な み く の き は A み な さ や う に ぞ あ り け ろ 。 高 尚 お ろ か に て 、
こ
とヽあるをりなど、
いみし
うこAろまどひて、
つ り
する蛋のうけ
なれやと、
こAろひとつにさだめかねたる事もあ
りしは、
か の さ
かしき人の浅瀬を見しらでまどへりけるたぐひになん。
さ て 月 日
へてのち、
うきたるこAろのしづまり
ては、
こともなく思ひさだ
めらるAは、
おはれたる
子のまどはぬに同じ。
されば世には正し
くまことの道を、
ことなきをりにかねてよ
ろづ
にかうがへおくペ
しと、
やう／＼此
こ ろ 心 つ き そ め て 、
世の中のことをと
か く お も
ひめぐらすに、
いさAかは思ひうることのあるを、
おなじくはも
のにか
き 出 て
人のためにもなしてんと｀
おふげなく
おもひたちぬ。
されど、
か
しこき人のいさめをすらきAいれぬ人の世にはおほか
る を 、
おのれがたゞにいひたらん
に は い か で か は と て 、
世 の 人 の
つねの言ぐさにいふ事どもをとりいで
て、
そ れ に よ り て い ふ に な
ん
。
0 さ と び 言 の こ と ぐ さ を と り い
でA、
そのこAろをいひひろむと
な ら ば 、
これ
もさとび言して、
人のかやすくさとりやすきやうに
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こそも
のすぺきに、
みやびぶみにかけるはいかにといふに、
この
ことぐさむげにいやしきいひさまなるか
らに、
すこしものI,＼し
き人
などは、
をさくいはぬことにしあれば、
さとびCとにて其
こ
Aろをいひたらんにはいよ／ヽいやしみて、
ふつくゑのあたり
などにはおくべきものともせざらんがうれ
たく、
さては此言種の
よき
人のあたりに見えしらがふことなくて、
かくとりあつ
めたる
ほいもとげかたければなり。0あさはかにきこゆる言種も、
神代のったへのまことの道のこA
ろばへにかよへるがおほきは、
神のみこヽろよりいでA、
世の人
のくちにいはしめたまふもあればなるぺし。
しかおもひよれど、
これはそれと
ひとつととにとりいでAはいはず。
さるは、
かく
を
こがましきさしいで 、
ものし
りめきたる事をさへとりそへたら
んには、
つまはじきして見さす人のかならず
あるぺしとおもひて
なり
。
〇此害は世の中のありさまのさしあたり ることの
みいひて、
も
の遠きふること
をばつとめて
いはじとしつれど
、と
りはづしてひ
とつふたついへ き。0こ ぐさのいひさま、
国々にていさヽ
かづヽはかは
れるやうに
きこゆ。
此ふみにしるしたるは、
このきびの国わたりにてのいひ
さまなり。0とりいでたる
こ
とぐさよ、
これにかぎれるには
あらず。世には
猶いとおほくさまくヽあれど、
たゞおもひ出るまAにかきもてゆ
長門守藤井宿祢高尚
きけるに、
や
Aかずおほくなりにたれば、今は
見む
人のうるさく
や思ふぺきと
こヽろ
つける所にて筆をとゞめたるになん。
0おかし 言樋も
人の
をしへとならざるはとり出ず。
さてふか
くか
うがへてもの
せるにあ
らねば、
よ
きをしへとなるべきをもら
して、
なてふことな
きをいだせるもあるぺし。
文化九年
1一月十八日
人のわろきは我わろきなり〔一〕
われに
人のあしくする 、
大かたはおの
れもその人の
ためよから
8 
ぬわざせしゅゑなり。我身のうへのあしきことはしりがたきもの
7 
なるに、
まいていさヽかなることゞもは、
さらにおもひもよらず、
l
人のあしくするがこヽろやましきまヽに、
こと こなたより
もあしきわざし
にくげなることいひはげましなどすれ
ば、
かな
たに いよ
i
ヽはらたちて、
まけじたましひにせ
ぬわざどもする
ぞかし。
さるをりに此言種をおもひいで、、
人のはらたつはわが
あしきことあり
しにこそとおもひめぐらして、
思ひえずばその人
のした
人などにと
ひきヽて、
いさヽかにてもおのがわろきす
ぢをきヽいでなば、
す
みやかになほすべし。
しかすれば、
人もま
たはちおもひてよくすぺくなん。
とらおほかみなどいふ のこそ、
こな よりよ
くしてもなにともおもはざらめ、
人はいかにはらあ
しくても、
さやうのものには
あらず。
さてまた、
人のなかをさけ
んとてなか言するものAありて、
おぽえなきに人のうらむる
たぐ
ひもあれど、
さるをりもこなたよりははらたちうらみずて、
その
人のむつましき人などによりて、
おぽえなきよしをあきらめいヘ
ば、
かなたにも思ひあはする
こと
のあり
て、
そら
言はあらはるA
ものぞ。其あきらめいふこと、 なはちにいふはわろし。
はらた
つさかりにはのべ
やることゞもき
Aいれぬものなれば、
8数へて
のちにいふべき
なり。
なさけは人のためならず〔二〕
ものヽあはれをしりて、
人のためよろ
づになさけふかく、
はかな
きことにもまめなることにも思ひやりおほかる
ぞ、
よき人にはあ
りける。
みな人かんじおもひて、
その人のため
にはなき
手をも出
さんのこヽろになりて、
ことあらんをりはたすけもすべし。
おほ
くの人の
あしかれとおもは
ぬひとには、
天地の神もこヽろよせた
まふことわりあれば、
よきことの出くべくなん。すべてなさけの
おくれては、
しうの君、
ちA母などにつかふるにも、
いかめしき
かたさまをばたてヽ、
まことにしみてふかきところ く、
め子を
うつくしみ、
つかふものどもをめぐむにも、
ものまめやかならざ
るべしー
人のこといはんよりひぢあかおとせ〔三〕
友のまとゐの世がたりに
われかしこげ
に人のうへをなんつけ、
いみしうあしくいふ人あ 。
さるさがなきしりう
言をきAったヘ
たらん人、
はらたヽざらんやは。
しかあしくいふも
のAみづから
のうへにもあ
しき事あれど心つかぬを、
きく
人のし
たにをかしく
おもひをらんは、
いとはづかしきことならずゃ。
わきめ八もく〔四〕
こは碁うつに、
かたはらにて見る人は
わが身のうへならぬからに
心まどひのなくて
うつひとよ
りはよさあしさのよ
く見ゆ
るをい
ふことなり
。げに恨の中のこと、
すべてさやうにぞありける。
こ
Aろまどひのなき人は、
ふとおもひよることも正しく
て、
こよな
きよき
おもひはかりあるものなれば、
なにととも人にかた
らひあ
はせてなすぺし。
人のいさめをきかであや
まれるためし
は、
いに
しへより世におほきぞかし。
柳の枝に雪を
れは
なし〔五〕
人はした
のこAろばへをAし
く、
しづかにたてたるおもむきあり
て、なにとともけやけく、 もてにはあらはさずして、
よろづなだ
らかに
とき世のありさまにし
たがひて、
つゆばかりも人とあらそ
ひいさ はぬこそよけれ。
さる人は、
こAろのおくおほかりげな
れば、
たけくいかめしきよ は、
なか／ヽに人のえあなづらぬも
のぞかし。
わが身つめり
て人のい
たきをし
れ〔六〕
とさまかうさまにつけて、
人のためあしからんこと
おしはか
りおもふこそよきひとなりけれ。
されど、
いかにおもひやりふか
きもかぎりありて、
人のうへは我身のことのやうにはえおもはぬ
ものなれば、
げにわが身をつみて人のいたさをおもひやるぺきこ
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となり。
しかすれば、
うらみお
ふ事もうらむるふしも、
じねんに
すくなかるぺし。
たとへば、
人にかうくのことしてとかたらふ
に、
いなといひたらんには、
わがおもふやうにならねばはら 、
しくて
かばかりのことうけ
ひかぬやうや
はある、
つれな
しとお
もひもし、
ひとにいひもすれば、
かなたにもきヽつけて、
こAろ
えぬこといふものよとて、
やく
なきあらそひも出くる
を、
さるを
りさきの人の
身をわが身になして、
この事を人のかたらはんには
いかにとおもひめぐらすぺし。
人
のいなといふばかりのことは、
われに人のかたらはんにも
大かたはうけひきがたき
ことにぞあ
るべき。
さおもひとけば、
人をもうらみず、
人にそしらるヽこと
もあらじ。
なぺての事、
かうやうにおもひや
りなんこ
そ、
わが身
をつみてといふことぐさのこヽろなるぺけれ。
杓子定規〔七〕
もとよりしかせん お
もひとれるにはあらで、
なにとなきこヽろ
のすさみにし
もてゆくほと、
道理にもたがひ
て、
よにびんなきこ
となるぺくおもはるヽすちなれど、
ありそめつるわがこヽろにひ
かれて、
えもおもひあらためで、
とかくおもひめぐらすにまかせ
ては、
いつの世にもしかありしぞかし
、たれもさありしぞかしな
ど、
そのことかのことなどよきためしにもあらぬ
ことゞもをひき
よせて
こヽろとわがひがこと
をたすけゆるしてものすなるは、
何のたけきことに あらん。
わろくゆがめる定規を、
しひておも
ひよするにぞありける。
またよろしき例をも、
ひがことするもの
Aわ
がためよきやうにしひビとしてひくことあり。
こは定規はな
ほくて、
ものたつすべのあしきたぐひなり。
このひがことは、
も
のしり人の中におほくはあることぞ。
心すべきことなりかし。
かわい子には旅をさせよ〔八〕
ちヽ母のあま にか
なしうのみ
して、
おのがまヽにおほ
したて、
しばしもかたはらさけずなどしたる
子は、
おとりならひてたはふ
れあそびをこのみ、
がくもん
などに身をくるしむるやうなること
はえせず、
世の中の人のたAすまひもしらず、
よろづにおもひや
りなくて、
あしき人になるも
のにしあれば、
おやのこAろすべき
事にて、
旅などにもいだしやりて、
をりくからきめを見するぞ
げによろしかりける。旅にてはたら ぬことのみにて、
たへがた
きふしもおほかれば、
まづしき人のうへもかくこそとおもひやら
れ、
よろづものこAろぽそくて、
わがたのむ人のこヽろにはたが
はじとして、すぺて人とまじは にこAろうつくしうなさけふかく、
ものおもひしる
やうになるものぞか
し。
されば大名につかふ
るひとも、
久しく江戸にまゐりをりてかへりたる
は、
大かたある
ペかしうしめやかになさけふかく、
国にのみをるは、
ところにつ
けてはものヽふとていきほひいかめし
く、
けしきとりつヽしたが
ふひとのおほか
るから
に、おのづから心お亡りして、
あはれになさ
け<‘しきはまれなり。
らくは苦のたねくは楽のたね〔九〕
田はたけなどあまたもたるものA
、や
っこをおほくつかひ
人や
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とひなどしてつく
るわざせさするは、
かた
へよりはいとやすらか
に見ゆれど、
こヽろ
つかひ
をやらぬ日もなくてなか
ー＼にくるし
く、
薪こる山人の、
あしたには小篠のうへの霜をふみ
ゆき、
ゆ
ふ
ペには谷のあらしのさむきにかへるなど
は、
いと/‘くるしげに
みゆれど、
こAろはやすく身のやまひのうれひもなく、
をり｛
にはほど｛ あそ
びたのしむ事さへあ
りけり。
国のまつりとと
とるわざな も、
もの
ヽくま｛までことゆくやうにせんとて、
そのことはたがあづか
り、
かのことはなにがし
と、
ことおこなふ
人をあまたになしたらん
はじめはたらひてよきやうなれど、
お
ほきにつきてはかへりてわ ら しきふし、
よからぬ事もいでく
・るぞかし。
いにしへ天平の頃には、
みことのりありて国々の郡の
つかさなど ずす
く
なくしたまひしも｀
さるゆゑにやありけん。
そのかみは、
しもさまのことをかみがかみにくはしくしろしめし、
御めぐみのすぢ
なども、
ことにひろくゆきいた
れりけることをお
もふぺし。
ものまなびするもさやうにて、
みづか
ら箪とることを
ものうがりて人に ヽせては、
ことゆかぬふしおほく、あ
るはたが
へもして、
なかくにいと いることいでき、
又まづしくて
すり
まきなる苔を えかねて、
人のをかりてうつしとりてよむ人など
は、
たよりあしげなれど、
しかするがすなはちがくもん
のちから
となりてはやくすヽむなど、
みな
おなじことわりなりけり。
ならはんよりなれよ〔
lo
〕
たとへばゐ かにかよふあき人
などに、
みやこのものいひをひと
つととにとひき
ヽてならひうつさんとする人
のあらんに、
いかに
ちからをつくしてもかぎりあれば、
こと
ゆかぬふしの
おほかるを、
みやこにのぼりをり
て一とせ二とせとすぐるほどには、お
のづか
らそのものいひにうつること
の、
わざととひきヽならひたる
には
まされるがととく、今の世に役人といひ
て、
こととりおこなふ人
などの、
はじめに其おこなふすべをとひきヽておぼえんとするよ
りは、
おなじつかさにまじりゐて見習ひたらんは、
こまかなるあ
ぢはひまで
もしりえらるべきものぞかし。
又ものまなぶも紆よみ
ならふもおなじことにて、
ひとりふるき告のちうさくどもよみ、
歌集を見ておもひわき へも
し、
よみ
ならひもせんとするよりは、
友の中にまじはり、
そのすぢのまとゐのむしろに
いで
ヽとかくし
たらんは、
すヽむことのはやかるぺしかし。
とうだいもとくらし〔―一〕
歌ま
なびするものは、
八代巣、
伊勢の物語、
源氏の物がたりなど
をくりかへしよみ、
こま
かに心とゞめて見
あきらむぺきことなる
を、
一わたりよみをはればうちお
きて、
めづらしき歌集、
世にし
られぬふるものがたり見まほしが
りてさがしいで
んとし、
またち
かきわたりによき師のあるをしら
ず、
あるはしりてもまけを
しみ
とかいふすぢにて、
みち
遠くてたよりあしきをたづぬるたぐひ、
みなしれものヽしわざなりけり。
牛はうしづれ〔―二〕
ものうらやみするは人めも見ぐるし 、
さるこヽ
ろにてはたらは
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・ー
ー
・
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ぬことをなげくあまりに、
お
のづからあしきわざどもしいづろぞ
かし。
老ぬろ人はおいぬろどち、
まづしき人はまづしきどちいひ
あはせて、
あそびをもなにをもしたらんこそ、
こヽろやすくてよ
からめ。たとへば春の花見るに、
とめる人どちは木かげにあたら
しき もしき、
さかなところせきま
でおきな
らぺ、
あそびにさみ
せんのことひかせなどしたるはたのしげ
に見ゆれど、
その中にま
じりてはおもひのほかにおかしから
ぬふしも
おほく、
まづしき人
どちは、
袖のなかよりかれいひとりいでヽかたみにくふはわびし
げなれど、
いさヽかなるひさとの酒ものみかはせばこAろゆくも
のにて、
いと／＼おもしろかるべし。
からてかぶとの緒をしめよ〔一三〕
伺事もなさんとすろをりには、
ふ
かくおもひめぐらし心とゞめ
て
ものするからに、
あやまりはすく
なきを、
なしえたろときにこヽ
ろゆろび
てあやまるものなれば、
さるこヽろした
らんぞげによろ
しかるべき。やまひのおこたり
さまなるをり、
今はなてふことか
あらんとおもひかろしめ
て、
ゆあみくしけ
づりなどしては、
たち
かへりには に
おもる事もあるととく、
がくもんなども人にまけ
じとつとめまなぶほとは、
そのまなびやうも、
ものしり人にし
た
がひて
ひきヽっヽもの
すればあしからざる
を、
やうノヽ人にも
らひらる
A
きはになりぬれば、
かくてたりぬとおもふ
こヽろより、
おこたりもし心おとりもして
、ひ
がことゞも
をわれかしこげにい
ひち
らすたぐひも世にあろことぞかし。
いくさを見て箭をはぐ〔一四〕
よろづのこと、
その
をりにさしあたりてなすには、
なしえがたき
すぢ、
たらはぬことゞもありて、
かねてしおかざりしことを、
く
らをしうくやしうおもふものぞ。
こヽろかまへかしこくて、
には
かなるにもおもひさわかずまどはぬ人のしわざにて
も、
なほうら
あはず見ぐる きふしのかならずあろものに あれば、
かたへの
人はおもひもかけぬをりあろは、
やうなきすさみなりと見ろばか
り、
かねてよりはやくなしおきて、
さしあたりてはふくろのなか
のも
のとりい
でヽ、
人に
見するやうにぞせまほしき。
をさまれる
世にも、
みだれたら
んときのことわすれぬこヽろばへもおなじ．
がくもん
もさやうにて、
ものヽ例などひき出んとて、
にはかにさ
がしもとむとては、
ふるき
書のこヽかしことたづねまどひ、
もと
めえず てやみなどするを、
はやくよりこ
A
ろえて、
何となく書
よむをりにも、
これはかれはとめとまろふしノ
ヽ、
つまじるしし
おけば、
考いづろにいともたやすきなり。
なま兵法大きずのもと〔
l
五〕
手かくことはみAずがきにても、
むげにかヽ
ざらんよ
りよけれど、
あだしわざは、なまノ＼になしたらんより せ
ざらんかたのまさ
れろもおほ りけり。
世の人の宮梱に、
よき鷹はつめをかくすと
いふどとく、
さえもなにもすぐれたろ人はこと／＼しくいひたて
ず。 まだしき輩ぞ、
わづかにしれる
ことをもことノ＼＜人にし
らせまほしがりて、
とものまとゐにもひゞらきゐ
て、
うべ／＼
し
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くいひまはすなるを、
みな人はなの
あたりをこめきてきくふしお
ほかりけり。
かりぎよりあらひぎ〔一六〕
つれIヽぐさと ふ冊子に、手のわろき人のはゞ
からず文かきら
らすは心し。
見ぐるしとて人にかヽするはうるさし
といへるは、
げにさる事にて、
伺Cとのうへにもおもひわたすぺし。
いそがばまはれ〔一七〕
なにヽてもはやくなさんとおも
ふことは、
しづ
かにこヽろとゞめ
て、
すこ
しいとまいるとも、
ものヽくま/‘までよくおもひめぐ
らし
てな べし。
しか
せねば、
さはりありてはやくなしえぬもの
になん。
ものかヽんとするにも、
いそぐをりには、
しづかにこA
ろとゞめてものすぺし。
さるは、
もじをかきそんじもしおとしも
しては、
それ
をとかくつくろひなし、
またはかきあらためなどす
るほとにい まいりて、
なかく＼におそくなる
ものなればなり。
善はいそげ悪はのぺよ〔一八〕
しはすの言種に、
こんとしより
はものまなびにこヽろいるぺしと
いふ人の、
よくつ
とむるはな
し。
されば、
なにヽてもよきことA
思はんこと
、
おもひよらんすなはちよりいそぎ
てなすぺし。
と
ゞこほりすヽまぬ
伺のたけきことかはあらん。
おこたりて月日
をふるうちに、
わり
なきさはりのいで
きて、
おもひな
がらえせぬ
ことあ
るならひぞかし。
又、
よからぬ事なりと思ふことは、
いか
にもよく考へ思ひはかりつヽ、
日を経、
月をわたりても、
いそが
ざるぞよき。
わがためにも人のためにも、
よからぬ事はしかため
らふほとに、
つひになしえずてもあるぺきなり。
なさでよ
かりつ
るよと、
後におもひしるこ
とも｀
世にはおほかるならひぞかし．
ぉ
c
りものひさしからず〔一九〕
時にあひはなやかに•お
もふ
事なき人
の、
あいなう大かたの世にそ
ねまるヽもし
らず、
こAろのかぎりおCりてよろづに思ひやりふ
かヽらぬは、
そのをりこそさて
もあるぺけれ、
おほくの人のうら
みをおへば、
神もにくみたまひて久しくはさ えじ。
ときうつり
ておとろふる末に
かたがたおもひつめたることのむくいせん
とする人のありて、
人わ
ろきことゞもヽ出きぬぺし。
また、
とめ
る人のまばゆきまで家のうちをつくりみがき、
てう
どなどもめづ
らしきをもとめ、
身に
はよききぬの世にことなるをき、
あるはあ
そびをよびとりて今やうの琴ひか
せなど、
はかなきすさひに心を
やりて過すほとはたのしからめど、
も
たるこがねはかぎりありて、
さおもひ
のまヽになしたらんにはつきざらめやは。
まづしくなり
ても、
よかりし昔の心かへがたくて、
せんかたなきものにぞあり
ける。
されば、
Lヽろはさらにもいは
ず、
身のよそひもなにもお
ビらざらんこそよけれ。
貧すればどんする(110〕
雨夜物がたりに、時世うつろひておばえお ろへ
ぬれば、
こAろ
は心としてことたらず、
わろびたることゞもいでくるわざなりと
いひけんやうに、
とめるほとは心かしこく、
世に孔明よ張良よな
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どいひはやされし人も、
世にふるたつきすくなくなりては、
かう
でのみはあ
らじと思ふより、，しひたるわざども
なすからに、
なし
えずしてまど さわくを、
かたへの人見ては
わらひぐさとぞすな
•る。
されば、
人はその家わざをよくつとめて
、い
さAかも身のほ
とにすぎたる事せず、
年のyれのかうがへさだむること、
かうで
はと
おもひしるこAろをつねにわすれずし
て、
まづしくなら
ざら
んやうにすべきことなりけり。
烏けだものだに
も、
ほと／ヽにお
のがくふぺきものをたくはへおき
て、
なきをりにさわきまどは
ぬ
もあろぞかし。
いたくま
づしくては、
めに
ちかき朝ゆふの見ぐる
しさをとかくせんとするに心のいとまなくて、
よろづのことに心
おそく、
ほけ｛しうなるものぞかし。
心なほからぬはい
つはり
もいひならひ、
人のものかり
てかへさぬやうの道ならぬ
こともす
なれば、
まづしくなるばかりわろきことはなし。
さるを、
がくも
んするひとのふみよむにのみ心をいれ
て、
世にふるわざのかしこ
からで
まづし
くなるを、
よきことのやうにから人の
いへるになら
ひて、
ここにもさやうなろ
ひとほむるをこAろたかきことヽすな
るは、
いみしきひ
がことなり。がくもんし
つAも世のわざをなの
めにおもはぬぞ、
人の道にはあ ける。
短気はそんき〔ニー〕
人はものねんじしてのどやかなるぞよ
き。
ことわざしげき世にふ
れば、
にくげなることいひかくる人のありて
、め
さまし
う心やま
しと
お
もふふしありとも、
ひたお
もてにあらはさず見しらぬさま
して、
心にその人をうとみてたりぬぺし。なまはらたちやすく、
おもひのまAにい
ひもしなしも
しては、
すこし心
のどまりてくや
しう ふことぞおほかるぺき。ねぢけが
ましからでも、
いとき
ふにのどめたる所なきは、
よからぬ人ぞかし。さては
人をも身を
もそこなひぬぺし。
また、
ものまなぶ人のふみ見る
も、
巻の数ぉ
ほくておもしろからぬをねんじつAよ
めばよきことの
あるを、
心
みじか
見さしてやみてはいたづらと
とAなりぬぺし。
長きものにはまかれよ〔ニニ〕
身のほとをおもひはからで、
いきほひいかめしき人にかたん
とす
るは、
しれものAしわざぞ。
たれもおよばじこAろつよしやなど
ほめ
たてられて、
いさみすAみつヽあらそふとすれ
ど、
ちからお
よばねば、
はて＼は身をも家をもほろぼすぞかし
。さ
れば心に
かな
はぬことありとも、
いきほひいみしき
人にはまけて、
世にし
たがひたらんぞよろしかるぺき。
論語よみのろ
ん
c
しらず（二三〕
くすしは人
にむかひて
は、
ものくふことなどつねに心 て
よきほと
にくへ、
あし
きものなくひそといさむれ
ど、
みづからはさやうに
せざれば、
いで
やくす
し
は言のみぞよき
とやうにいひつA、
その
いさめを
みヽとゞめてきく人まれなり。すぺて何にま
れ、
その道
の人はつねのことAなりぬるか
らに、
なほざりにおもひて、
人に
いひきかすばかりみづからはつAしまぬぞお
ほかりける。奇よむ
人はものがたりふみ よ よみて、
中むかしの人
のも
ののあはれ
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をしれるさま、
みやびたるこヽろば
へを見しりてならひうつさん
とし、
さとぴCAろをいみき
らひて、
かりそめにもなさけおくれ
たるわざ
いやしきふる
まひなさでこそ、
むかしのうたのふか
き
あはれをも見しるぺく
、
みづからもほと／＼にあはれなる斑をば
よみいづぺけれ。
さるをこのころのうたよみの、
いにしへ人の
と
Aろの やびをばおもはずしらずして、
奇のふりは中むかしによ
るをも、
こヽろひきAやうに思ひて、
それよ
りもあがりたる世の
にとものすなるは、
たとへばいやしき人にかふりうへのきぬ
きせ
て、
かしつきすゑたらんやうなることにて、
いかでかよろしから
ん
。
一寸の虫にも五分のたましひ〔二四〕
おろかなるもいやしき 、
人といふものはこAろざしおもふすぢ
のありて、
あなづりかたきものにしあれば、
めしつかふものにも
ほと／＼にこAろおくぺきことに
なん。
かやつなてふことかあら
んとおもひ なづりては
、
あやまるととおほかろべし．
人にはそひてみよ〔二五〕
かりそめにまじはり
てはよきやうなる人も、
へだてなくむつびか
はしては、
おもひの
ほかにあし あり
。にくきおもやうにて
、
い
ひいづるととばこ
はく＼しくなつかしげなき人
の、
そのことかの
こと聞えあはするに、
なさけふかくたのもしきもあンなり。
され
ば、
よく
心とゞめてよしあしを見しりて、うちとけ
もしへだて
も
すべき単なりかし。
へたの長餃儀〔二六〕
琴笛のたぐひ、
すぺて何わざにまれ、
今しばしと人のおもふほど
にてとちめ
て
、の
こりゆかしくおもはせまほしきことに
なん。
上
手はさる心しらひするを、
わる
ものAvせに、
かたへの人のしの
ひやかにあくびうちするを
もしらずてものするぞかし。
わかきときのしんどはかひてせよ〔二七〕
みやづかへするひとはさらにもいはず
すぺてわかきは、
いとか
やすくはしりや きぞよろし
かりける。
老てはたちゐするもくる
しきものなれば、
よろづものうげなるもつみゆるさるAを、
わか
き人のさ う らんは、
人ににくまれてなりのぼることかたかる
ぺし。
餅はもち屋〔二八〕
なにわざもその家なる人はかしとかりけり。
いかにといふに、
も
のAふは
いとけなきより弓ひき馬にのるととをならひ、
くすしの
家にはをさなき子 薬 名
をきヽおぼゆる
がCとく、
おのづから
なれてしることの多か
るに、
おの
がわざとこヽろにしめて
ちから
をつくしな たらん は、
いかでかはおろかなるぺ
き。
さればよ
ろづのわざ、
その家なる人のすぐれたるによ
りてならふべきこと
になん
。かぺにみヽあり〔二九〕
世の人ぎヽにいだすまじきことは、
ほの
きくともまた人にはひそ
かにもいはぬぞよ しかりける。
その人はもらさじとおもひてか
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たりても、
たのみがたきは人の心にて、
また人にかすめいふをき
AつぎつA、
よからぬものどものほAゆがめまねびなし、
そへ言
してあしさまにことJ＼しくいひなどもするぞかし。
よきなかには垣をせよ〔三〇〕
よき人どちのことはしらず
なみ／＼の人のまじらふ中は、
あま
りにしたしくなれ/＼しく はその
心しらひせざれば｀
かたみに
うらむるふし
どもかずく＼出きて、
いかにこAろやすくうちとけ
たる中なればとて、
かくやはすべき、
かうやはいふべきとおもひ
／ヽて、
はて／＼はかへりて
うとくなるものぞかし。
されば、
い
かばかりしたしくてもいさAかは心おきもし、
あま
りにうちとけ
てなれ<\しくはふろまふまじく、
明くれにしば<\ゆきかひな
れぬとも、
われと人との隣さかひはいりみだるまじく、
中垣ばか
りのへだ はつねにこAろあるべきことなりけり。
鷺はたてど
も跡をにとさず〔――――〕
人はなからん後の世にそしらるまじく
、つ
ねにこヽろあるべきこ
となり。
さらでも久しう住なれたるところをはなるAとき
は、
か
ならず人にしのばるヽふしをもな おくぺくこそあらまほ けれ。えならぬ梅がA 、
人のもとに折てやりたるあとのなビりさへ、
猶なつかしくおぼゆるぞ し。
のみといはゞさい槌〔三二〕
人の硯とこひたまはゞ水かめをもぐ てま
ゐらせ、
せうそこぶみ
かきをへておしまき給ふほ に
は、
そくひのり
をこAろえていだ
すやうに、
すぺての事つねに心とき人ならでは、
ことAあろをり
などもちひがたし。
ものまなぶにも、
ふるき害を見てうたがはし
きふしをひとつふ つまなびのおやにとひきAたらん
に、
そのと
きととをもてはなれたることにもおもひわたし
て、
数々みづから
あきらめしるほとのいたりなくては、
なみノ‘のものしり人
にも
なられずやあらん。
芸は身をたすく〔三三〕
わかき人の友のさわきに明くらし、
をしむぺき年月をいたづらに
すとすは、
いふかひなくく
ちをしきことな
り。
おやの世にて家の
ことおこなふほとは、
ほと／ヽにことしげきやうなれど猶いとま
もあり、
わかきはものおぼゆることもよければ、
何わざにま
れ、
ふかくこAろいれてならひて
おこたらずつとめたらんには、
お
ろかなる人にてもほ ／ヽになしえじ
やは。
そのかたをとり出ん
えらびにも まじきほとのことはかたかるべけれ
ど、
ひとつゆゑ
つけてしいづることもあるならひ
ぞかし。
かくて人といふもの、
身のさいはひははかりがた のに 、
おもはぬ家のわざはひな
どうちつゞき、
とき世おとろへさいはひなくて、
世にかずまへら
れぬたぐひもあるぞかし。
こと
にあたりてせんすぺなき時などに、
かならず身のたすけとなるものは、
何わざにもあれ、
わかきほと
よりならひえ ることこそいとた もしけ
れ。
むかし丹後国の田
辺の城に細川ノ君のこもり給へりしほ
と｀
寄手のいくさちよろづ
のつはものをゐて来て、
貝をふ
せたらんやうにうちかこみてせめ
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ければ、
ふせぐぺきちからつきて、
けふあすほろびなんとしけろ
に、
古今伝授のことにて勅使あり
けるほとに、
さば
かりせめよせ
たりしいくさども、
ひきしりぞきたりし
ことなどをも思ふぺし。
棒ほどのねがひ針ほどか
なふ〔三四〕
がくもんはさらなり、
なにヽてもおのがつとむぺきわざをよくつ
とめて、
つひになし得てんとするたぐひのよきすちのことねがふ
には、
はしめよりこAろざしをたかく大にたてヽ、
むかしのかし
こき人も人、
我もおなじ人なれば、
よくつとめたらんにはよろづ
の人に
すぐれたることもなしえんも
と、
おもひはげみてつと
むぺし。
しかすれば、
ほと／＼
にな
しうることあろぺし。我はお
ろかにつたなければ、
つと
めても人なみ／＼にだにえせじなどA
おもひくつをるヽ人は、
深山の谷のうもれ木の世に
しられずくち
はてぬぺし。
まかぬたねははえず〔三五〕
よきいくさのきみは、
たヽかひをはじめぬさき、
おもひもかけぬ
をりにこAかしこにしのびて、
後のためとなるぺきこ
とゞもなし
おくゆゑ 、
たヽかふときにかつなり。
それになぞらへて、
をさ
まれる世にも、
ことヽあろをりさわきまどはぬやうにかねてこヽ
ろえ、
そのをりのためとなるべきことをしお
くぺきことになん。
うちまたかうやく〔三六〕
ものをきこ あはせん 、
こなたよりかうく＼のことをかやうに
なしてはいかにといふをきAて
かしらかたふけ、
とばかりあ
り
てそのなす
ことのよしあしをこまかにさだめいふ
なん、
よきとも
だちなりける。
人のこヽろにたがはじとてよしと
のみいふは｀
こ
Aろうつくしきやう
なれど、
まこ
とはこヽろざしのあさきなりけ
り。
さる人は、
たとへば中 あしき人のありてあらそひをらんに、
そなたへゆきてもかなたへ行て
も、
げにさ
ることなりといふぞか
し。
また、
がくもんのうへにては、
師とある人
や、
いにしへのか
しこき人やのいはれたること ればと
て、
ひたふ
るによ
しといふ
はいふかひなし。
あしきふしをもさだめいふこそ、
まことにもの
まなぷひとの わざ らめ．
かしらかくしてしり
かくさ
ずU二七〕
かりそめにもいつ
はりはいふまじきことな
るを、
つねにいひなれ
てなに
ともおもはぬ人あり。
いかにつき/＼しくいひなしても、
うちあは
ぬところありてしろきもの
なれば、
いみしう心おと
りせ
らるかし。
さて
はいふことを人のしんぜぬやうになりて、
世にふ
るかひもな
かへすかへすも
そらことは、
いひならふまじきこ
とになん。せんすぺなくくろしきことのあらんをり、
たすけたまへと神に申
はことわりなることなれど、
かねては神をま
つらずいのらずして、
おのがくるしきまA
ににはかにいのるは、
たと
へばしる人につね
はそは＼し して、
かたらふふしあ
るをり、
したしげについさ
うしいひよる 。
されど神はひろくあつきみこAろな
れば、
せつないときの神
たヽき〔三八〕
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さるつみとがをば見なほしきゞなほしたまひ、
あはれとおぼして
たすけたまふことぞかし。
大事のまへの小事〔三九〕
大なることをなさ
んと思ふ人は、
ちひさきことにかヽつらひなづ
むまじきなり。
ものをしみし、
いさゞかなる事にはらたらなどし
ては、
なしえがたし。
もろこしに韓信といひける人の、
いやしき
ものヽまたをくゞりしも、
このこAろばへなりき。
毒薬変じてくすりとなる〔四〇〕
をさなきときさがなきも、
よくをしへたつれば、
としたけて思ひ
の外によき人 なり、
わがためあしく
する人もこなたよりよくす
れば、
いみしうかんじおもひて、
あはれになさけふかくたのもし
うなるも になん。
阿部の宗任は義家の君のかたきにて、
したが
ひしはじめはいかでうちまゐらせんとおもひをりしかど、
つゆば
かりもこヽろおきたまは
ず、
ふかくあはれみたまひしかば、
おも
ひかへしてよきらうどうと りしぞかし。
人のふり見て我ふりなほせ〔四一〕
わがあしきことはしりがたく、
人のあしきはよく
見ゆるものなれ
ば、
人のを見てわれにもさるたぐひのことや
あると、
こヽろとゞ
めて思ふペレ。
しかす
れば、
わがあしきことしられぬべ 、
しる
まヽになほしてよく たらんには、
また見るひともめ
やすくおも
ふぺし。論語といふからふみ
に、
三人行，必有
．． 
我師．とかやい
へるも、
このこヽろに
こそ。
しう
と病にはかたれず〔四二〕
しう
の
君の、
いたくことわりにたがひたることおほせられもし、
なしもしたまはゞ、
いさむぺけれど、
わろきながらにさてあるべ
きほとのことはしたがひもすぺく、
こと／＼にいさむるはよろし
からず。
さてはけしきあしくなりて、
よきこといひてもきAいれ
られじ。
すぺてしうの君にはかたれぬものと思ひとりてあるぺく、
いさむるもけしきをとりて伺、
しなめき
いふぺし。
さてもきゞい
れられずは、
いひさしてまたことのついでにいさむるぞよき。
つ
いさうして、
あるまじきすぢのことねがふはいと／＼あしきわざ
なれば、
さる人に似じとて、
ひたおもて
にいさめあらそ を、
よ
きことのやうにからひとはいへ
ど、
そはおのがいさぎよき名をと
らんとするわざにて、
しうの君のため、
まこ
とにしみてふかきこ
ゞろには
あらずなん。
しんはな
きより〔四三〕
はなれぬなか ひはつねにした
しく、
ことになさけをかはすべき
ことなるを、
いさヽかなることゞもうらみうらみて、
さるまじき
中をう くするひと世 多
し。
よからぬことなり。
ゅヽしういみ
しきことゞものあらんをり、
さるなからひの人のなさけなげにす
るはまれなり。
さしては人のおもはんこともはづかしく、
世にそ
しら ゞも
うければ、
なさけふかゞらぬ人にても、
むげにつれな
くはえせずか 。
ましてなさけのふかき人は、
かA
るをりにこそ、
人よりことにこヽろざしを見え、
ちからをもつ
くすぺけれと
て、
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とかくにたすけいたはりなどせ
んは、
いと�たのもしきことな
らずや。
京のいとこに隣かへず〔四四〕
ちかきわたりの人とは、
つねにむつましうすぺし。
にはかにこと
のいできたらんをり、
となりの人と中あしくては、
たのむべきか
たなくなん。
またさらでも、
つねに其事かのことかたらひあはせ
などせんにも、
夜中暁といはず、
ゆきAすばかりちかきわたりな
らでは、
ことゆかぬ
ふしぞおほかりける。
はらからいとこなどい
ふなるものも、
遠きところにありて
たすけとなる事すくなし。
膝とも談合〔四五〕
なにCともしたしき人に聞えあはせもし、
よくおもひめぐ しも
して すべきなり。
うちおもふまヽになしては、
ことゆかぬすぢ
さはりなどもありて、
かる
、く＼しくおもひさだめしことをくやむ
ものぞか 。
さいへば
とて、
あまりに
ふかくかうがへては、
なか
／＼におもひまどひて やまることあ
り。
こAろしてよきほ
とに
おもひめぐらすべ
人に聞
えあはするも、
たのもしうこAろふ
かきに、
ひとりふたりにてたりぬ
ぺし。
あまたにてはいろノ‘に
いひさわきて、
ようせずばよからぬすちによりはつるものになん。
亀のかふより年の功〔四六〕
をさなきほとよりおとなにまさりてか こき人もあれど、
そはま
れなることにて、
なぺてはすこしにてもとしたけたる人ぞ、
世の
中のことにしほしみて、
おもひやりもふかくよろづかしこければ｀
われよりよはひまさる人にはなひきしたがひて、
そのこヽろむけ
もたどるべきことな
るを、
わかきほとには、
おい人のさかしらい
ふは どかしくてき
きもいれずか
し。
おのれもそのつらなりし
に、
今は五十にもちか 、
やうく＼むかしのひがこ
Aろえのくやし
うおもひしらるヽは、
たれもおいゆくまAにさやうにこそあるら
め。
朱にまじはればあかくなる〔四七〕
人のこヽろはつきくさのうつりやすきものにしあれば｀
をさ
なき
ほとはちヽは
ヽのおもむけにした
がひ、
おとなになりてはみづか
らこヽろして、
あしき友とまじはらぬぞよろしかりける。
また蜀
よみならふ人のきAとりやすく、
題のあまたありてたよりよきま
ヽに、
らかき世の班あつめたる書どもを明くれ見などすれば、
お
のづから いづるうたむげにこAろあさくなるものなりかし。
なすやうにならいでなるやうにな
る〔四八〕
世のなか ことは
よくなるもあしくなるもみな
目に見えぬ神の
みし
わざなれ
ば、いかにちからを
つくしても｀
よくなしえがた
きこ
とのある
を、
し
ひてなさんとするは、神のみこAろにさかふこと
なるゆゑに、
いよ／＼あしくなりゆくべければ、
そのすちはとゞ
めてまたこと／ヽをなすぺ
し。
ちからをいれずしておのづか
らす
みやかに もあれば、
さるこヽろしてしひたるわざはせざ
らんぞよき。
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0をしへやうのことをかなふみにかけろふみども世にあまたあれど、
からことのはかせのあらはせろ、
または法師のものしたるな
どにて
おのがじヽたてたるおもむきをのみ、
こAろをやりて
い
へるものなれば、
みな一むきにかたよりたるさだめぞおほかりけ
る。
和論語といふものは、
おほくの人のよきこといへるをとりあ
つめてしるしたるふみなれど、それはたむかしの人々
のみ
づから
こそ
よ
し
とおもひていはれけめ、
こと人はよ
しとおもふもあり、
いかにぞやおぽゆ もあ べし。
かみ
のくだりにし
ろしたること
ぐさは、
たがいひ
いでたる言か
しられねど、世の人みなげにさる
ことヽおもへばこそ、
なぺてつねにいふなれば、た
れもわろしと
はおもふ
まじく、
みAぢかきた
とへ言はきAとる
こともかたから
ずして、今の世にふる教は
このことぐさにしくものあらじ。
かく
めでたきものなれども、
むげにいやし
きさとびととなるからに、
ひとみななほざりにいひららす か
りにて、
ふかくこAろとゞめ
ておもはねば、
おどろかしがてら、
おのれがらかきころおもひよ
れることどもをさへにいひ出たるは
ひがことぞおほからん。
み
ん人よろしきをえらぴとり よ。
浅瀬のしるへにかいつけたる詞
長流東備の人／ヽ世にいて来しより、うたよみひと万葉をまなふこと、
年にま
して多けくなりぬ。
されと、
多きか中には心ことや
うなるもましりて、い
にし
へいまの詞をわからたヽすより
、はて
（工藤11木学文学部教授、
丸111．閑部11本学大学院文学研究科）
は心
ほこりかになりゆき、
中むかしよりこなたをは、壼＜虫のこ
とおもひくたすもの少からす。
その中に
は、
我国の世々のひしり
のおきて玉へりし政にもそむき、
世のをしへをもそしりあさける
人さへありとそ。
さろを藤井のうし、
よろつのふみの道たと／＼
しからす、
万葉をはことにく
はし
くよ
みあきらめ、
いとまあれは
くさ／＼のふみを
あらはし、
世の人をAしへさとすことをむねと
し、
らか比、うた人のおこたり
を驚かし、おこりをもいさむとて、
いや き諺をあつめ、
その心をいに
しへの詞にの
へて、
かくもの
せら
れたるは、今の世の万葉をまなふ人とおなしからす。万葉は
あかりたる代のこと
はなれは、うた
よみ人まなはてやあるへき。
されと学ひて心おこりし、
人そしる
言葉のたねと す
と、
この大
人のてふりとをくらへなは、
そのよしあしのけらめはさ
らにもい
はす。
長流東備の人々いまの代にいてきて、今の万葉を
まなふ人
のさまを見は、
いかにおほさむ。
又うしのおなし学ひして用ふる
こと 異なるを見は、い におほさむ。
かの人／＼にたつねとは
まほしけれと、
年へ
たるおきつき、
物いひかは
すへうもあら
され
は、
せんすへなし。
このふみよ
み玉ふかた／＼よ。
わかことおほ
して、
うしのことなるてふりのたちまされるをしり玉んか。
また
ゐなかうとのさか
しらとて、うらわらひ
たまはんか。
備後
菅
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